　 平成２７年３月１２日

 大阪府製本工業組合

（２７年３月期） 　理 事 会 議 事 録（案）
１．招集年月日　　平成２７年２月２６日（木）

１．開催日時　　平成２７年３月１１日（火）午後６時３０分～７時３０分
１．開催場所　　大阪製本会館
１．理事・監事の数及び出席理事・監事の数並びにその出席方法

理事数　２３人　　出席理事数　２３人（本人出席１５人、書面出席８人）
１．出席理事等の氏名　　
（本人出席）
澤田政紀、岡本城夫、富塚宗寛、寺川務、松尾秀樹、平田龍己、大塚保男、小野木基博
管東稔浩、菊地雄一郎、中谷康宏、坂東光次、三木信二、山口仁史、横井邦章
（書面出席）
田中尚寛、金田英幸、木下和美、齋藤晴治、橋野昌幸、平井一彦、松本正一、南幸次
（オブザーバー）　
祝迫多水治（㈱印刷出版研究所、大阪支社長）
１．議長の氏名　　澤田　政紀
１．議事の経過の要領及び議案別議決の結果

定款の規定により理事長、澤田政紀が議長に就任し、理事会の開会を宣言。
澤田理事長から次のとおり挨拶があった。

「３月１１日は東日本大震災が発生し４年がたちます。未だ２５８４名の方が行方不明のままとの報道があります。改めて哀悼の意を表します。

大阪に住んでいて思うことは台風、地震も少ない中で生活をさせてもらっていると云うことです。

宮城、仙台、など仮設での暮らしは大変であると思います。

製本業も大阪で出来る幸せを感じて今後もがんばって頂きたいと思います。

３月６日（金）全製工連の三役会が開催されました。

製本文化賞の関係については別途紹介があろうかと思います。

全国大会、京都大会の運営について京都工組の山崎理事長から説明がありました。

スローガン（案）が三案紹介されました。

「製本産業ビジョンの実践手順書を活用して、勝ち残る企業を目指そう」に決まると思います。

９月５日（土）に京都で開催されます。

先日、呑みに行きました。
そこで大変有意義な言葉を聞きましたのでメモをしてあります。

「言霊（ことだま）と言って、
人は心の中で思っていることは何時か消えていく。

ただ言葉として一度口に出すと責任が生ずる。思った事を全て言葉にしてはいけない。
との例えであります。

これからも言葉に気を付けて人生を過ごして頂きたいと思います。

そしてもう一つ、笑えば免疫力がＵＰします。

明るく楽しく過ごして頂きたいと思います。」

注：言霊（ことだま）とは、

一般的に日本において、言葉に宿ると信じられている霊的な力のこと。

　　声に出した言葉が現実の事象に対して、何らかの影響を与えると信じられ、良い言葉を発すると良い事が起こり、
不吉な言葉を発すると悪い事が起こるとされている。
寺川専務理事から本日の書面出席は８名との報告があった。
第１号議案
第４６回「通常総会」開催関係（四役の役割分担、来賓予定）について
事務局から資料に基づき説明。
「日時は平成２７年５月２３日（土）午後４時３０分から、場所はシティプラザ大阪（大阪市中央区本町橋）、総会会場は４階「海（ＫＡＩ）」で午後４時３０分から１時間程度を予定しております。

懇親会会場は４階「眺（ＣＨＯ）」で今回は役員会選がございませんので懇親会を３０分早め、午後６時から開催したいと思っております。
次に四役の皆様の当日の役割分担ですが、
・司会は平田常務理事
・議案審議での、
第１号議案：平成２６年度事業報告承認の件（寺川副理事長兼専務理事）
第２号議案：平成２６年度決算報告並びに剰余金処分案承認の件（松尾常務理事）
このあと監査報告（徳井監事ｏｒ東野監事）が入ります。
第３号議案：平成２７年度事業計画案承認の件（寺川副理事長兼専務理事）
第４号議案：平成２７年度賦課金の賦課及び徴収方法決定の件（田中常務理事）
第５号議案：平成２７年度収支予算案承認の件（松尾常務理事）
　にお願いをしております。
　閉会のことばは（岡本副理事長）
　との役割分担としております。
なお、来賓、報道関係の出席依頼名簿は別添（案：略）のとおり１８名となっております。
以上全会一致で了承となった。
第２号議案

組合退会について

東南支部（書籍部会）
・㈱大伸紙工（代表：荊原伸一・東大阪市長田）

やむなしとの事で了承となった。
（平成２７年３月末での退会）
第３号議案
その他

①委員会の活動状況について

◆財政健全化経営革新委員会（富塚委員長（副理事長））

３月１８日（水）初めての試みとして賛助会員の皆様（９社）をお招きして、組合に対する意見、要望などをお聞きする意見交換会を開催致します。

費用もかかる事ですが、多少自腹を切り実施する事としております。

場所はホテル日航大阪で午後６時からの開催予定としております。

オブザーバーの祝迫氏（㈱印刷出版研究所、大阪支社長）にも出席をお願いしたいと思います。

順次、時期、状況を見ながら２回目以降も開催出来ればと思います。

◆組織活性化委員会（管東委員長（理事））

・３月４日（水）委員会を開催致しました。

理事会でイエスと決めた事については完遂する。一致団結して物事にあたり、刺激的な発言もよし、耳の痛い話も受け止め進めていきたいと思っております。
・２月２５日（水）平成２６年度補正予算のものづくり・商業・サービス革新補助金、第１次公募の説明会が開催されました。

７００名×２回で１４００名の方が参加されたそうです。

印象に残った説明では申請にあたっては、図面、表、写真を使うと判りやすいとの事でした。

組合員の方からも電話の問い合わせもありました。

おそらく二次募集もあるのでは思いますのでチャレンジして頂きたいと思います。
◆支部の総会開催スケジュール（全ての日程、開催場所が決まりました）
・４月　４日（土）東南支部（布施：あや田）　　　午後６時３０分～

・４月１１日（土）阪南支部（大津：琵琶湖ホテル）午後５時３０分～現地集合の泊

・４月１８日（土）西北支部（北区：北瑞苑）　　　午後６時３０分～

・４月１８日（土）城西支部（本町：やす富）　　　午後６時３０分～

・５月　９日（土）中央支部（天満：楽待庵）　　　午後６時３０分～
◆その他

①寺川副理事長から、

全製工連で取り組んでおりますが、下請け取引改善関係について１月の理事会並びに製本会館でお会いした時に北田相談役から、
「“今、取引環境は”と題した座談会の記事を読んだが、今の業界は長期的な需要減の中で理不尽な要求をのまざるを得ない状況である。
これらに対して組合として組織的に対処していかなくてはならないのではないか。
この種問題は全国的に取組んでいる（行かなければ）ものであり、長期的に取組まなければならないし、製本の実情をもっと説明すべきである。

このまま放置すると製本業は成り立たなくなる。

全製工連に引っ張って行ってもらうのはもちろんだが、理事会に諮りこの問題に“取組むのか、取り組まないのか“を決めて取組むにあたっては、まず現状の把握から実施すべきであると思う。

組合として取り組むのであれば私も協力はさせて頂く。」
等々の御意見を頂きました。
北田相談役は理事長在任時、後指し値の問題にも取り組んでおられました。

その様な状況から本日の理事会に提起させて頂きましたので皆様の意見をお聞きしたいと思います。

各理事から、

・東京の方では嘆願書を出しておられるそうだが、結果はどうなのでしょうか・

　（今の状況では目に見えた成果は出ていないのではないか。東京から発信をしていくとの事で取り
組んでおられるが、全社が実施しているかと云えばそうではないと思う。）

・理事長の冒頭の挨拶で言われていたが、“言葉に発したら全て責任になる”との事でしたが、この業界では“そんな事を言ったか”との状況でやはり書面にして取らなければ駄目だと思う。
・現状では書面が残るにしてもＦＡＸのやり取り位でしょう。

・製本会社の立場からの契約書はないのでは。

・現状として中々難しいのではないか。例え裁判で争えば勝てるだろうが、その後の仕事はこない。

・委員会を立ち上げるにしても理事の協力なくしては出来ないので取組むにあたっては協力を是非ともお願いしたい。

・相談役の言われている“大阪の製本業界の現状”について調査をする必要がある。

・以前にリーフレツト（案）を作成し大印工の機関誌を発送する際に同封（有料）したい旨調整を図ったが断られた経緯もある。相手の立場もあるのでは。
・まず現状を知る為に組合員の皆様にアンケート調査の協力を求めてはどうか。

等々の意見がだされ、

結論として、

組合員の皆様に対しアンケート調査をおこなう。

その結果を見て「委員会」を立ち上げどうかの判断をする。
（アンケート調査は４月の閑散期で実施する）

・大手の会社と取引があるところの方に委員会メンバーに入って貰わないと現状がつかめない。
アンケートの実施の際には必ず回答をお願いする。回答率１００％を望みたい。
②キャリアアップ助成金について（菊地理事）
「“キャリアアップ助成金を活用しませんか”との情報を組合員の方から頂きました。
人材育成コースとか正規雇用等転換コースとかがありますのでご活用方お願いしたいと思います。
ある社会保険労務士法人のキャリア助成金申請代行センターからのリーフレットです。
受給診断（無料）として１５項目に“はい・いいえ”で回答し申込を致します。

成功報酬として２０％を支払う事となっております。」（事務局に書類あり）
最後に岡本副理事長から

「前に米屋の産地偽装の話をさせて頂きましたが、この３月一杯で廃業するそうです。
本当に恐ろしい話です。品質第一です。怖いものだと思います。

勤めている方が多いので心配ですが。

私の会社の話ですが４０年来勤めて貰った事務員の方が退職したいと言って来られました。

卒倒するような話です。７０歳でも８０歳でもおってほしいとは言っているのですが。

後任が育つまで面倒を見て貰う事と致しました。

ハローワークで募集をかけました。

６人の方から応募がございました。

１人だけ大学の新卒の方がおられました。

駄目もとで声をかけました。

町工場に来てくれないかとの事で、、、行かしてもらいます。
との事で３月の頭から出勤して頂いております。

今回、正社員として公募致しました。

正社員の人数が限られているようで彼女も何社か受けたのですが受からなかったそうです。

ビックリしましたがここぞと思う人材に入って頂きました。良かったと思っております」
以上で理事会を終了した。
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